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Ⅰ 現状認識

１．売上高・営業利益・経常利益・純利益の推移
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売上高 1,304 1,387 1,365 1,148 885 

営業利益 74 113 102 25 14 

経常利益 77 114 102 24 6 

純利益 34 46 59 -91 4 
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（予想）
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２．前中期経営計画並びに
事業環境の急変に即応する諸施策の実行

実施内容

① 全ての事業での高付加価値化の推進

② 事業の選択と集中

③ 事業組織の再編

④ 事業提携等

⑤ ガバナンスの強化と透明度の高い

経営体制の実現
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３．新中期経営計画の位置付け

新中期経営計画新中期経営計画

事業環境の急変に事業環境の急変に
即応する諸施策即応する諸施策

前中期経営計画前中期経営計画

事
業
力
強
化

事業領域の深掘りと拡大・事業構造改革

次なる飛躍に向けた事業基盤の強化

「人と地球環境に貢献する企業」

↑

「営業」と「技術」を両輪に、付加価値を創造

「人と地球環境に貢献する企業」

↑

「営業」と「技術」を両輪に、付加価値を創造

当社グループの事業展開は、新しい局面へ
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Ⅱ 新中期経営計画の概要

１．基本方針

素材を中心に顧客満足度の高い商品を供給する

人と地球環境に不可欠な技術を創出する

独自性のある高付加価値商品を提供する

高品質な汎用品を安定的に供給する
安心と信頼を誠実に提供する

◆ 事業を通じて、人と地球環境に貢献する。

◆ 事業運営において、人と地球環境に配慮する。

① 省資源（リサイクル等）、省エネルギー（低炭素等） ② 安定的・効率的な事業運営

営業
･顧客と一層緊密な関係を構築する

･常に提案する

･顧客のニーズを生産・技術部門に反映する

本社部門
･グループ全体の経営資源を有効活用する

･事業部門間の協働を推進する

･営業と技術の全社的連動を推進する
技術

･顧客の必要とする高品質な商品を安定供給する

･新商品・新技術の開発スピードを上げる

･先進的で独自性のある技術を創造する

付加価値創造

グループ全体の事業力発揮
を促進する

◆ 「営業」と「技術」を両輪に、付加価値を創造する。

当社グループは、「人と地球環境に貢献する企業」として企業グループとしての諸責任を将来に当社グループは、「人と地球環境に貢献する企業」として企業グループとしての諸責任を将来に
わたって果たしていくため、「営業」と「技術」を両輪に、付加価値を創造してまいりますわたって果たしていくため、「営業」と「技術」を両輪に、付加価値を創造してまいります



メディカル

飲料

断熱材（グラスウール）

建材事業部門

ヤーン

電材

産業資材

ＧF事業部門

メディカル

飲料

スペシャリティケミカルス等

育成事業部門 医薬・飲料事業部門

繊維事業部門

◇部門改編前 ◇部門改編後

スペシャリティケミカルス等

グリーンビジネス

エンジニアリング・工事

環境事業部門

ヤーン

電材

産業資材

複合材

グリーンビジネス

複合材

繊維事業部門

ＧF事業部門

断熱材（グラスウール）

原糸

芯地

原糸

芯地

エンジニアリング・工事

２．事業部門の改編
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中期経営計画における事業運営を確固たるものにするため、事業部門を改編します中期経営計画における事業運営を確固たるものにするため、事業部門を改編します



・原糸、衣料それぞれが持つ人財、技術（紡績・染色・接着・縫製）、顧客関係、
商圏を一体化し、総合繊維メーカーを目指す

・開発力強化、国内拠点と中国拠点の一体運営、介護・健康・ケアフリー分野等
への参入によって高付加価値化と顧客への訴求力向上を図る

基本方針

繊維事業部門
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３．事業運営

グラスファイバー事業部門

基本方針

・グラスファイバーメーカーのトップを走り続ける

・未来創造型の新商品開発・市場創出を図るとともに、環境変化に対する弾力性
の高い事業基盤に変革する



・顧客が求めているものを創り上げることを通じて人と地球環境に貢献し、存在価値
を高め、「環境の日東紡グループ」というステータスを築き上げる

・グリーンビジネスの着実な展開、並びに断熱材（グラスウール）、エンジニアリング・

工事、スペシャリティケミカルスの各分野の事業基盤強化によって、省エネ、省資源、

生活環境改善、食の安全（農業）の可能性を追求する

基本方針

環境事業部門

8

基本方針

・安全管理・品質至上主義を貫く

・新規分野開拓による高付加価値化を推進する

医薬・飲料事業部門



技術開発

基本方針

・部門横断的な新商品の開発や次世代の技術開発など、絶えず新技術を創造
することで、付加価値の限りない向上を図る

・研究開発については、中長期的観点から、先進的で独自性のある技術創造、
新商品・新技術の開発スピード向上に向け、経営資源を積極的に投入する

基本方針

・高付加価値化のための投資、新商品・新技術関連投資を優先する

9

設備投資
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平年度

業績計画

９２０

５４

２５

５０

＊149期予想は平成22年2月4日公表のものです。

前述の計画を実行していくことにより、以下の平年度業績計画を着実に実現前述の計画を実行していくことにより、以下の平年度業績計画を着実に実現
していくことを目指してまいりますしていくことを目指してまいります

145期

(05年度)

146期

(06年度)

147期

(07年度)

148期

(08年度)

149期予想

(09年度)

売上高 1,304 1,387 1,365 1,148 885

営業利益 74 113 102 25 14

経常利益 77 114 102 24 6

当期純利益 34 46 59 ▲ 91 4

Ⅲ 業績計画

(単位:億円)
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【経営理念】

日東紡グループは「健康・快適な生活文化を創造する」企業集団として

社会的存在価値を高め、豊かな社会の実現に貢献し続けます。

【日東紡宣言】

・日東紡グループは社会の「ベストパートナー」を目指します。

（日東紡ＢＰ宣言）

・私たちは、お客様の求めるものを絶えず追究し、お客様に「安心と信頼」を誠実にお届けすることを喜びとします。

また、企業活動を通じ株主・投資家・行政・地域社会等すべてのステークホルダー（社会）と共に喜びを分かち合う

ことを大切にします。

・私たちは自立した一人ひとりの社員の可能性を尊び、自由闊達にアイデアを出し合いながらチームワークにより力

を発揮する企業集団を目指します。

・私たち企業グループは社員の成長が会社の成長であることを信じ、社員に成長と自己実現の機会を提供します。

社員はまず第一に良き市民であり、深く考え、広く見渡し、果敢に行動します。そして粘り強くやり遂げます。

･＜ 深く 広く 強く そして温かく ＞

Ⅳ 新中期経営計画遂行の基本姿勢

■付加価値創造のために、
社員に成長と自己実現の機会を提供する

■社員が健康で豊かな生活を送るための時間を確保する

日 東 紡 宣 言

中期経営計画を遂行するに当り、以下を基本姿勢とします中期経営計画を遂行するに当り、以下を基本姿勢とします

（参考）



本中期経営計画に対する注意事項

本資料に記載されている予想数値並びに事業計画は、

種々の前提に基づくものであり、将来の業績数値や施

策の実現を確約・保証するものではありません。
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